
















 本稿は、トマス・アクィナスによる『定期討論集 霊的被造物について』（Quæstio 




『宗教学・比較思想学論集』，第 15号，pp.33–57，2014年．［石田 2014aと略記］ 
同「トマス・アクィナス『定期討論集 霊的被造物について』第二項 試訳」，『筑
波哲学』，第 22号，pp.129–53，2014年．［石田 2014bと略記］ 
同「トマス・アクィナス『定期討論集 霊的被造物について』第三項 試訳」，『宗
教学・比較思想学論集』，第 16号，pp.57–91，2015年．［石田 2015と略記］ 
同「トマス・アクィナス『定期討論集 霊的被造物について』第四項 試訳」，『古
典古代学』，第 8号，pp.31–56，2016年．［石田 2016aと略記］ 
同「トマス・アクィナス『定期討論集 霊的被造物について』第五項 試訳」，『宗
教学・比較思想学論集』，第 17号，pp.105–27，2016年．［石田 2016bと略記］ 
同「トマス・アクィナス『定期討論集 霊的被造物について』第六項 試訳」，『筑
波哲学』，第 24号，pp.39–63，2016年．［石田 2016cと略記］ 
同「トマス・アクィナス『定期討論集 霊的被造物について』第七項 試訳」，『古
典古代学』，第 9号，pp.47–63，2017年．［石田 2017aと略記］ 
同「トマス・アクィナス『定期討論集 霊的被造物について』第八項 試訳」，『宗
教学・比較思想学論集』，第 18号，pp.77–111，2017年．［石田 2017bと略記］ 
同「トマス・アクィナス『定期討論集 霊的被造物について』第九項 試訳」，『筑
波哲学』，第 25号，pp.83–126，2017年．［石田 2017cと略記］ 
同「トマス・アクィナス『定期討論集 霊的被造物について』第十項 試訳」，『古












COS, J. ed. Sancti Thomæ de Aquino Opera omnia iussu Leonis XIII P. M. edita, t.24.2: Quæstio 
disputata de spiritualibus creaturis. Roma - Paris: Commissio Leonina - Les Éditions du Cerf, 
2000. 
・他の版としては次の批判的校訂版も参照した。 
KEELER, L. W. ed. Sancti Thomæ Aquinatis Tractatus de spiritualibus creaturis. Roma: Apud 
ædes Universitatis Gregorianæ, 1946.［Keelerと略記］ 
・ただし、レオ版のテクストにはいくつか読解に難のある箇所があるため、場合によっ
て次のものが提案する読みに従った。 
GULDENTOPS, G. & STEEL, C. “Critical Study: The Leonine Edition of De spiritualibus 
creaturis.” Recherches de théologie et philosophie médiévales, 68 (1), 2001, pp.180–203.
［G&Sと略記］ 
・今回参照した『定期討論集 霊的被造物について』の近代語訳は次の通りである。 
BRENET, J.-B. Les créatures spirituelles. Paris: Librairie philosophique J.Vrin, 2010.［仏訳］ 
FitzPatrick, M. C. & WELLMUTH, J. J. On Spiritual Creatures. Milwaukee: Marquette 
University Press, 1949.［英訳］ 
GOODWIN, C. R. “A Translation of the Quæstio disputata de spiritualibus creaturis of St 
Thomas Aquinas, with Accompanying Notes.” M. A. thesis, Australian Catholic University, 
2002.［英訳］ 
MALLEA, A. Cuestion disputada sobre las creaturas espirituales. Buenos Aires: Ediciones del 
Rey, 1995.［西訳］ 
SAVAGNONE, G. “Le creature spirituali.” In S. Tommaso d’Aquino, Le questioni disputate, vol.4, 
pp.522–809. Bologna: Edizioni Studio Domenicano, 2001.［伊訳］ 








Beati Doctoris Ecclesiæ Alberti Magni Ordinis Fratrum Prædicatorum Episcopi, Opera 
omnia ad fidem codicum manuscriptorum edenda apparatu critico notis prolegomenis 
indicibus instruenda curavit Institutum Alberti Magni Coloniense. Monasterii 
Westfalorum in ædibus Aschendorff, 1951–. 
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Aristotelis Opera cum Averrois commentariis. Venezia: Apud Junctas, 1562–74. 
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Sancti Thomæ de Aquino Opera omnia iussu Leonis XIII P. M. edita. Roma, 1882–. 
PL 
MIGNE, J.-P. ed. Patrologiæ cursus completus omnium SS. Patrum, doctorum 
scriptorumque ecclesiasticorum sive Latinorum, sive Græcorum. Series Latina. Paris, 
1841–65. 
Shields-Blumberg 
SHIELDS, Æ. L. & BLUMBERG, H. ed. Averrois Cordubensis Compendia librorum Aristotelis 
qui parva naturalia vocantur. Cambridge, Massachusetts: The Mediaeval Academy of 
America, 1949. 
SS 
MANDONNET, P. & MOOS, M. F. ed. S. Thomæ Aquinatis Doctoris Communis Ecclesiæ, 
Scriptum super libros Sententiarum magistri Petri Lombardi. Paris: P. Lethielleux, 
1929–47. 
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 一．ディオニュシオスが『天使位階論』第 11 章で言うことには、諸々のより上位の
本質は実体、力能、作用に分割される24。したがって、ましてなおさら諸々の魂におい
てはそれらの本質と力能ないし能力は別々のものである25。 
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1 並行箇所：『「命題集」註解』第 1巻第 3区分第 4問題第 2項；『第 10任意討論集』第 3問題第 1項；
『神学綱要』第 1部第 89章；『定期討論集 魂について』第 12問題；『神学大全』第 1部第 54問題第
3項；第 77問題第 1項；第 79問題第 1項。 






















4 同様の議論は次の箇所にもある：『第 10任意討論集』第 3問題第1項第 1異論（L.25.1, p.130, ll.15–17）
「『霊と魂について』で言われることには「魂」は「自らの何らかのもの」、すなわち「諸能力」である
のに対して、自らの何らかのもの、すなわち「諸徳ではない」」；『定期討論集 魂について』第 12問題





5 同様の議論は次の箇所にもある：『「命題集」註解』第 1巻第 3区分第 4問題第 2項第 5異論（SS1, p.115）
「さらには、事物の本質に属さないものは附帯性である。しかるに、何らかの諸能力である感覚と理性
は附帯性ではない。というのも、それらは諸々の実体的な差異の原理だからである。それゆえ、それら









6 註 40を見よ。 
7 Cf. アリストテレス『魂について』第 3巻第 6章 430b28「「それであるとはもともと何であるか」（本
質）という意味での「何であるか」に関するかぎりは真であり」（アリストテレス全集新 7, p.155）；ト
マス・アクィナス『アリストテレス「魂について」註解』第 3巻第 4章（L.45.1, p.227, ll.233–34）「何で
あるかということは知性の固有な対象である」。 




一つの本質である」（アウグスティヌス著作集 28, pp.301–2）；ペトルス・ロンバルドゥス『命題集』第 1
巻第 3区分第 2章。 
9 同様の議論は次の箇所にもある：『「命題集」註解』第 1巻第 3区分第 4問題第 2項第 1異論（SS1, p.115）
「魂の本質は自らの諸能力であると思われる。それは第一に「これら三つは、一つの精神、一つの生、
一つの本質である」と［『命題集』の］原文で言われることによる」；『第 10任意討論集』第 3問題第 1
項第 2異論（L.25.1, p.130, ll.18–23）「さらには、アウグスティヌスが『三位一体について』で言うこと
には、記憶、知解、意志は「一つの生、一つの本質」である。しかるに、これら「三つ」は、『命題集』
第 1 巻第 3 区分における教師［ロンバルドゥス］に即しては、魂の三つの「諸力」である。それゆえ、
魂の諸力は魂の本質そのものである」；『定期討論集 魂について』第 12問題第 4異論（L.24.1, pp.105–6, 
ll.25–28）「さらには、アウグスティヌスが『三位一体について』第 9 巻で言うことには、記憶、知解、
意志は一つの生、一つの本質である。しかるに、その本質は魂の本質にほかならない。それゆえ、魂の




ルトゥス・マグヌス『「命題集」註解』第 1巻第 3区分（第 34項）第 1反対異論（Col.29.1, p.112, ll.70–71）
「アウグスティヌスが言うことには「魂の諸能力は一つの生、一つの精神、一つの本質である」」。 




魂について』第 12問題第 9異論（L.24.1, p.106, ll.55–60）「さらには、実体形相は附帯形相よりも力強い。
しかるに、附帯形相は自分自身が能動するのであって、何らの能力が媒介することによるのでもない。
それゆえ、実体形相もそうである。したがって、魂は実体形相であるのだから、それらによって魂が能
動する諸能力は魂以外の何ものでもない」；『神学大全』第 1 部第 77 問題第 1項第 2異論「魂は第一質
料よりも高貴なるものである。然るに、第一質料はそれ自身の能力にほかならない。いわんや、だから、
魂も同様でなくてはならぬ」（神学大全 6, p.84）。 
12 Cf. アンセルムス『モノロギオン』第 67 章「すべてのもののうちで最善で最大なものを想起し、理
解し、また愛することができるということよりも卓越し、またそれよりも最高の知恵に似たものが、理
性的被造物に生来的に付与されているとはまったく考えられない。それゆえ、創造者の像であることを
これほど明示する能力は、他のどのような被造物にも与えられていない」（中世思想原典集成 7, p.149）。 
13 Cf. アリストテレス『魂について』第 2 巻第 1 章 413a7「それがいかなる身体の終極実現状態でもな
い」（アリストテレス全集新 7, p.68）。なお、「知性は何らの身体の現実態でもない」に類する言説は、
トマスの著作では次の箇所にもある：『有と本質について』第 6章；『「命題集」註解』第 2巻第 17区分
第 2問題第 1項第 1異論；第 25区分第 1問題第 2項主文；第 3巻第 2区分第 1問題第 3項第 1小問題
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第 3 異論解答；『定期討論集 魂について』第 14 問題主文；『定期討論集 霊的被造物について』第 5
項主文；『神学大全』第 1 部第 76 問題第 1項第 1 異論解答；『アリストテレス「魂について」註解』第
2巻第 2章；『アリストテレス「感覚と感覚されるものについて」註解』序文；第 2論考第 8章；『定期
討論集 悪について』第 16問題第1項主文；『アリストテレス「自然学」註解』第 2巻第 2章（第 4講）
第 10節；第 7巻第 2章（第4講）第 2節；第 8巻第 10章（第 21講）第 10節；『知性の一性について』
第 1章；『神学大全』第 2-2部第 95問題第 5項主文；『アリストテレス「命題論」註解』第 1巻第 6章。 
14 《potentia》を「可能態」と「能力」と訳す場合があることに注意されたい。 












問題第 7 項第 13 異論解答；『対異教徒大全』第 1 巻第 16 章；第 2 巻第 16 章；第 52 章；第 78 章；第
83章；『神学大全』第 1部第 3問題第 1項主文；第 82問題第 3項第 2異論解答；第 85問題第 3項第 1
異論解答；『アリストテレス「魂について」註解』第 3巻第 4章（第 10講）；『定期討論集 悪について』
第 4問題第 3項主文；『「形而上学」註解』第 9巻第 7講。 
16 「形相は現実態である」に類する言説は、トマスの著作では次の箇所にもある：『神学大全』第 1 部
第 66問題第 1項主文；第 75問題第5項主文；第 6項主文；第 76問題第 7項主文；第 2-1部第 10問題
第 1項第 2異論解答。 
17 同様の議論は次の箇所にもある：『定期討論集 魂について』第 12 問題第 12 異論（L.24.1, p.107, 
ll.75–79）「さらには、第一質料が諸々の可感的形相に対する可能態においてあるのと同様にして、知性
的魂は諸々の可知的形相に対する可能態においてある。しかるに、第一質料は自らの可能態である。そ
れゆえ、知性的魂は自らの能力である」；『神学大全』第 1部第 77問題第 1項第 2異論（註 11を見よ）。 
18 「附帯性はその基体を越えて延長しない」に類する言説は、トマスの著作では次の箇所にもある：『「命
題集」註解』第 2巻第 27区分第 1問題第 6項第 1異論；第 1異論解答；『神学大全』第 1部第 115問題
第 1項第 5異論解答。 






20 Cf. アヴィセンナ『形而上学』第 8論考第6章（Van Riet2, p.414, ll.95–96）「知性体が純粋であるのは、
それが質料からすべての仕方で分離された本質だからである」。 
21 Cf. アリストテレス『魂について』第 3 巻第 4 章 430a3–4「素材を伴わないものの場合には、知性認
識しているものと知性認識されているものとは同一だからである」（アリストテレス全集新 7, p.150）；


















24 Cf. ディオニュシオス『天上位階論』第 11 章第 2 節「聖なる知性のすべてはこの世を超えている根
拠によって彼らの下で存在、力、作用の三つに区分されているのである」（中世思想原典集成 3, p.394）。 






ちからすなわち能力とは、それぞれ別のものでなくてはならない」（神学大全 6, pp.85–86）。 





27 次を見よ：石田 2015, p.70n37. 





















クィナス『定期討論集 魂について』第 12問題主文（L.24.1, p.108, ll.131–40）「したがって、魂がその
諸能力であるということを措定する人々は、次のことを言いながら、魂の本質そのものは魂の作用すべ
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31 Cf. アヴィセンナ『魂について』第 5 巻第 7 章「さらに曰く、魂が非物体の単一なものであるなら、
それが諸器官に分割され、多になるのは不合理である、というのも、その場合、魂は素材的形相である
ことになる、と」（木下, p.289）。 
32 「相異する現実態は相異するものどもに属する」に類する言説については次を見よ：石田 2016b, 
p.111n13. 
33 Cf. トマス・アクィナス『神学大全』第 1部第 3問題第 4項主文「存在は、あらゆる形相乃至は本性
にとってその現実性である」（神学大全 1, p.62）。 












て述べられたごとく、如何なる被造物の場合にあっても、真たることができない」（神学大全 6, p.86）。 
35 「可能態は現実態に対して言われるのだから、諸能力は諸々の現実態に即して相異化されなければな
らない」に類する言説はトマスの著作では次の箇所にもある：『対異教徒大全』第 1 巻第 20 章；『神学
大全』第 1部第 54問題第3項主文；第 66問題第 2項第 4異論解答。 
36 註 13を見よ。 
37 Cf. アリストテレス『自然学』第 8巻第 5章 257b2「それ自身が自らを運動変化させるものがそのも
の自身を全体として運動変化させることは不可能である」（アリストテレス全集新 4, p.406）。なお、「同
じものは同じものに即しては自分自身を動かさない」に類する言説はトマスの著作では次の箇所にもあ
る：『対異教徒大全』第 2巻第 82章；『神学大全』第 1部第 2問題第 3項主文；『アリストテレス「自然
学」註解』第 8巻第 5章（第 10講）第 2節；『神学大全』第 2-1部第 51問題第2項第 2異論解答。 
38 Cf. ペトルス・ロンバルドゥス『命題集』第 1 巻第 3 区分第 2 章第 6 節「精神すなわち理性的霊は、
霊的にして非物体的本性であるが、これら三つは精神自体の自然的特徴あるいは力であり、相互に異な
っている」（中世思想原典集成 7, p.733）；トマス・アクィナス『第 10任意討論集』第 3問題第 1項第 2
異論（註 9 を見よ）；『定期討論集 真理について』第 27 問題第 6 項第 5異論「創造の像はさまざまな
能力によって、すなわち記憶力、知性、そして意志によって―これらはロンバルドゥス『命題集』第
1巻第 3区分において語る通り、魂の三つの力である。―認められる」（山本, p.107）；『定期討論集 魂
について』第 12問題主文（L.24.1, p.108, ll.120–22）「それに対して、他の人々は、魂の諸能力は魂の何
らかの固有性であると言うことで、魂は自らの諸能力であるということを否定する」。 











つの類を含む」に類する言説はトマスの著作では次の箇所にもある：『神学大全』第 1部第 77問題第 1
項第 5異論解答；『アリストテレス「形而上学」註解』第 7巻第 4講。 
40 Cf. アリストテレス『トピカ』第 1巻第 5章 102b6–7「何にであれ、同一のものに当てはまることも
当てはまらないことも可能なものである」（アリストテレス全集新3, p.32）；第 4巻第 1章 120b34–35「あ
るものに当てはまることも当てはまらないことも可能であるもののことをわれわれは付帯性と言って
いた」（p.133）；『形而上学』第 5巻第 30章 1025a14「シュㇺベベーコス〔付帯的、偶然的〕と言われる





第 3項主文；第 4巻第 12区分第 1問題第 1項第 1小問題第 1異論；『第 9任意討論集』第 3問題第 1項
第 1異論；第 1異論解答；『対異教徒大全』第 4巻第 62章；『定期討論集 神の能力について』第 8問
題第 2項主文；『神学大全』第 1部第 28問題第2項主文；第 2-1部第 7問題第 1項第 2異論；第 110問
題第 2項第 3異論解答；第 2-2部第 24問題第 4項第 3異論解答；『アリストテレス「分析論後書」註解』
第 1 巻第 2 章（第 2講）；『定期討論集 受肉した御言葉の合一について』第 2項主文；『アリストテレ
ス「形而上学」註解』第 5巻第 9講；第 7巻第 1講。 
41 Cf. アリストテレス『カテゴリー論』第 8 章 9a14–16「性質の別の種類は、それにもとづいて、人々
を拳闘向きであるとか、競走向きであるとか、健康的であるとか病的であるとか、また一般的に、自然
本性的（生得的）な能力あるいは無能力にもとづいて語られるあり方にあるとわれわれが語る当のもの
である」（アリストテレス全集新 1, pp.55–56）。 





それは附帯性たらざるをえず、「質」の第二種に属することとなる」（神学大全 6, p.89）。 
42 Cf. アリストテレス『トピカ』第 1巻第 4章 101b17–19「いかなる命題も、いかなる問題も、固有性
か類か付帯性のいずれかを示すものだからである。種差に言及しないのは、種差は類のような性格のも














との中間的なるものといわれることができる」（神学大全 6, pp.89–90）。 
45 註 2を見よ。 
46 註 2を見よ。 
47 註 2を見よ。 
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れ愛されるのだからである」（神学大全 6, p.87）。 
49 註 2を見よ。 
50 G&S（p.195）に従って、《amat essentiam》を《suam essentiam》と読み替える。 
51 Cf. アウグスティヌス『三位一体について』第 9巻第 4章第 7節「精神と愛と知識という三つが同一
の実体でないということはない。なぜなら、精神自身が自己を愛し、自己を知るとき、精神と愛と知識
の三つは、精神の定義上、他のものによって愛され知られるものではないからである」（アウグスティ
ヌス著作集 28, p.265）。 
52 『霊と魂について』に関するトマスの評価は次の箇所にもある：『「命題集」註解』第 4巻第 44 区分
第 3問題第 3項第 2小問題第 1異論解答；『定期討論集 真理について』第 15問題第 1項第 1異論解答；
第 25問題第 3項第 2異論解答；第 26問題第 5項第 7異論解答；『定期討論集 魂について』第 12問題
第 1異論解答；『定期討論集 霊的被造物について』第 3項第 6異論解答；『神学大全』第 1部第 77問
題第 8項第 1異論解答；第 79問題第8項第 1異論解答；第 82問題第 5項第 2異論解答。 









































それほど本来的な仕方たりえないのである」（神学大全 6, pp.87–88）。 
54 G&S（p.195）に従って、《ignote》を《incognite》と読み替える。 








いて』第 5 章；『「命題集」註解』第 2 巻第 3 区分第 1 問題第 6項主文；第 35 区分第 1問題第 2 項第 3
異論解答；第 3巻第 26区分第 1問題第 1項第 3異論解答；第 4巻第 14区分第 1問題第 1項第 6小問題
第 1異論解答；第 44区分第 2問題第 1項第 1小問題第 1異論解答；『定期討論集 真理について』第 4
問題第 1項第 8異論解答；第 10問題第 1項第 6異論解答；『定期討論集 神の能力について』第 9問題
第 2項第 5異論解答；『神学大全』第 1部第 29問題第 1項第 3異論解答；第 77問題第 1項第 7異論解
答；『アリストテレス「魂について」註解』第 1 巻第 1 章；『神学大全』第 2-1 部第 49 問題第 2 項第 3
異論解答；『アリストテレス「分析論後書」註解』第 2 巻第 13 章；『アリストテレス「生成と消滅につ
いて」註解』第 1巻第 3章第 8講第 5節；『アリストテレス「形而上学」註解』第 7巻第 12講。 
56 『定期討論集 霊的被造物について』第 11項主文の後半を見よ。 
57 次を見よ：石田 2017c, p.120n78. 








収容力を超出するからであり、それは上述の通りである」（石田 2016a, pp.47–48（ただし訳を改めた））。 
59 Cf. アリストテレス『カテゴリー論』第 12 章 14b11–13「もう一方のものに対して何らかの意味でそ
の「ある」（存在）の原因であるものが、自然本性のうえでより先である」（アリストテレス全集新 1, 
p.82）；『分析論後書』第 1 巻第 2 章 72a29–30「それ〔X〕を通じてそれぞれの事柄〔Y〕がそうである
〔Z〕事柄は、この事柄〔X〕において常により優れてそうである〔Z〕からである」（アリストテレス
全集新 2, p.346）；第 2巻第 16章 98b17「原因は原因がそれの原因である事柄より先である」（p.511）。
なお、「原因が結果よりも力がある」に類する言説はトマスの著作では次の箇所にもある：『「命題集」
註解』第 4巻第 1区分第 1問題第 4項第 1小問題第 3異論；第 41区分第 1問題第 1項第 1小問題第 1
異論；第 1異論解答；『対異教徒大全』第 1巻第 41章；第 3巻第21章；第 77章；第 120章；第 4巻第
1章；『神学大全』第 1部第 60問題第 4項第 2異論；第 63問題第 8項第 1異論；第 67問題第 3項第 3
異論；第 115問題第 1項第5異論；『定期討論集 悪について』第3問題第 10項第 4異論；『神学大全』
第 2-1部第 4問題第 2項反対異論；第 25問題第 2項第 3異論；第 48問題第 2項第 1異論；第 66問題
第 1項主文；第 6項第 3異論；第 3異論解答；第 71問題第 3項第 3異論；第 112問題第 1項主文；第
113問題第 8項反対異論；『アリストテレス「倫理学」註解』第 6巻第 3章；『神学大全』第 2-2部第 26
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問題第 3項第 1異論；第 104問題第 3項第 2異論；第 105問題第2項第 3異論；第 148問題第 3項第 2
異論；第 2異論解答；第 153問題第 2項第 3異論；第 3項第 1反対異論；『アリストテレス「分析論後
書」註解』第 1巻第 6章；『「原因論」註解』第 9講；『神学大全』第 3部第 6問題第 3項第 3異論；第
9問題第 2項主文；第 54問題第 2項主文。 










61 『定期討論集 霊的被造物について』第 11項第 1異論解答を見よ。 
62 『定期討論集 霊的被造物について』第 11項第 1異論を見よ。 
63 『定期討論集 霊的被造物について』第 11項第 1異論解答を見よ。 
64 G&S（p.195）に従って、《multiplicati》を《multiplicitati》と読み替える。 

















共通な使用に即して固有に言われてはいない」（石田 2014a, p.48（ただし訳を改めた））。 
 
（いしだ・りゅうた 日本学術振興会特別研究員PD／ 
慶應義塾大学文学部 訪問研究員） 
 
※本稿は、JSPS科研費 17J00136の助成を受けたものである。 
